
主食 副食 主食 副食

０j

名称コード

スマイル
ケア食 施設名

食形態の内容

食形態連携表

均質で付着性・凝集性・かた
さに配慮したゼリー。離水が
少なく、スライス状にすくうこ
とが可能なもの。

基準食（嚥下調整食分類２０１３）

食種名

嚥下訓練食
品０t

（とろみ状）
提供なし

均質で付着性・凝集性・かた
さに配慮したとろみ水。原則
的には、中間のとろみあるい
は濃いとろみ。

ユニバー
サルデザ
インフード

-

ゼリー状
（赤０）

嚥下訓練食
品０j

(ゼリー状）

食形態の内容

（例：経管栄養との併用、栄養摂取状況、栄養補助食品の有無、介助方法等）

提供なし

０t -

かまなく
てもよい

粒がなく付
着性の低い
ペースト状
のおもゆや
粥

嚥下調整食１j
おもゆゼ
リーなど

均質で付着性・凝集性・かた
さ・離水に配慮したゼリー・プ
リン・ムース状のもの。

かまなく
てもよい

やや不均質
(粒がある)
でもやわら
かく離水も
なく付着性
も低い粥

ピューレ・ペースト・ミキサー
食など均質でなめらかで、べ
たつかず、まとまりやすいも
の。スプーンですくって食べ
ることが可能なもの。

ピューレ・ペースト・ミキサー
食などで、べたつかず、まと
まりやすいもので不均質なも
のも含む。スプーンですくって
食べることが可能なもの。

ムース状
（赤１）

ペースト
状

（赤２）

かまなく
てよい
（黄２）

4 嚥下調整食４
軟飯・
全粥など

かたさ、ばらけやすさ、はりつ
きやすさなどのないもの。
箸、スプーンで切れるやわら
かさ。

歯ぐきで
つぶせ

る

歯ぐきで
つぶせる
（黄４）

舌でつ
ぶせる

舌でつぶ
せる

（黄３）

具体例形態の名称

記入日：　　　　年　　　月　　　日 施設名　　　　　　　　　　　　　　記入者氏名　　　　　　　　　　　　　職種

容易に
かめる
（黄５）

容易に
かめる
（一部）

離水に配慮
した粥など

形はあるが押しつぶしが容
易、食塊形成や移送が容
易、咽頭でばらけず嚥下しや
すいように配慮されたもの。
多量の離水がない。

<特記事項＞

3 嚥下調整食３

専門部会（４）「食べる」を支えるネットワーク（ごっくんネット）Ver.3　［2019.7］

氏名　　　　　　　　　　       　  　　  　　　　年齢　　　　歳　　　男　・　女　　　　　　身長　　　　cm　　体重　　　　㎏　（測定日　　　　年　　　月　　　日）

嚥下調整食
２-１

嚥下調整食
２-２

　２-１

　２-２

１j

「ペースト」、「みじん切り」、「一口切り」など施設内で使用している
形態の名称をすべて記入してください。

「ペースト」、「ソフト」、「ムース」等の

場合、かたさをどのようなもので調整しているか記入し

てください。

「みじん切り」、「一口切り」の場合、どのくらいの大きさ

なのか、「mm」や「cm」で記入してください。

各食種で使用している主食の種類を具体
的に記入してください。
とろみ調整食品やゲル化剤を使用している
場合、その食品名も記入してください。

どのような食材や料理を使用しているか、調理済食品も含め
具体的に記入してください。
とろみ調整食品やゲル化剤を使用している場合、その食品名
も記入してください。

「日本摂食・嚥下リハビリテーション学会嚥下調整食分類2013」をよく読み、
施設内で提供している嚥下調整食のすべての食種の名称とその内容を具体的に記入してく



主食 副食 主食 副食

舌でつ
ぶせる

三分粥の副食（主菜１品・副菜２品）をミキサーにかけ、
とろみをつるりんこQuicklyで調整する。

食堂で車椅子を使用して食事をしている。一部介助により全量摂取。最初
は自己摂取するが、途中手が止まることがよくみられる。

3 嚥下調整食３

嚥下調整食
２-１

嚥下調整食
２-２

　２-１

食形態連携表（記入例）

記入日　20XX年　X月　X日　　　

<特記事項＞

やわらかい副食を一口大に切り、あんかけ風にする。
朝ヨーグルト、昼夕にプロッカを付加する。

軟菜食 軟飯・全粥

軟飯・
全粥など

みじん切り食

施設名　○○○病院　　　　　記入者氏名　○○○○○　　　　職種　管理栄養士

ミキサー食
ペースト

状
（赤２）

軟飯・全粥

専門部会（４）「食べる」を支えるネットワーク（ごっくんネット）Ver.3　［2019.7］

やわらかい副食（主菜１品・副菜２品）をみじん切りに
し、つるりんこQuicklyで食品のまとまりをつくるよう調整
する。

ブイクレスゼリー、アイソカルジェリーくりん

ゼリー状
（赤０）

開始食

　２-２

流動食提供なし

均質で付着性・凝集性・かた
さに配慮したとろみ水。原則
的には、中間のとろみあるい
は濃いとろみ。

かまなく
てもよい

-

１j 嚥下調整食１j
おもゆゼ
リーなど

均質で付着性・凝集性・かた
さ・離水に配慮したゼリー・プ
リン・ムース状のもの。

基準食（嚥下調整食分類２０１３）

-

０t
嚥下訓練食

品０t
（とろみ状）

コード 名称
食形態の内容

提供なし

均質で付着性・凝集性・かた
さに配慮したゼリー。離水が
少なく、スライス状にすくうこと
が可能なもの。

氏名　○○○○○  　　  　　　　 　100歳　　　男　・　女　　　　　　身長　143cm　　体重　38㎏　　　　　（測定日　20XX年　X月　X日）

ムース状
（赤１）

ユニバー
サルデザ
インフード

スマイル
ケア食

提供なし

食種名
食形態の内容

０j
嚥下訓練食

品０j
(ゼリー状）

○○○病院

重湯（つるり
んこQuicklyで
とろみをつけ
る）

朝すまし汁、昼スープ、夕くず湯をそれぞれつるりんこ
Quicklyでとろみをつける。

かまなく
てもよい

三分粥ミキ
サー（つるり
んこQuicklyで
とろみをつけ
る）

形態の名称

（例：経管栄養との併用、栄養摂取状況、栄養補助食品の有無、介助方法等）

歯ぐきで
つぶせ

る

かまなく
てよい
（黄２）

離水に配慮
した粥など

形はあるが押しつぶしが容
易、食塊形成や移送が容易、
咽頭でばらけず嚥下しやすい
ように配慮されたもの。多量
の離水がない。

かたさ、ばらけやすさ、はりつ
きやすさなどのないもの。箸、
スプーンで切れるやわらか
さ。

容易に
かめる
（一部）

歯ぐきで
つぶせる
（黄４）

4 嚥下調整食４

容易に
かめる
（黄５）

一口大 軟飯・全粥

ミキサー

消化の良い食事内容をとろみなしで提供。朝ヨーグル
ト、昼夕にプロッカを付加する。

具体例

食材をミキサーにかけ、とろみやかたさをつるりんこ
Quicklyで調整する。

ミキサーにしたものをゲルプラスでゼリー状にする。

2mm程度に切る。

5mm程度に切る。

1.5～2cm程度に切る。

やや不均質
(粒がある)
でもやわら
かく離水も
なく付着性
も低い粥

粒がなく付
着性の低い
ペースト状
のおもゆや
粥

ピューレ・ペースト・ミキサー
食など均質でなめらかで、べ
たつかず、まとまりやすいも
の。スプーンですくって食べる
ことが可能なもの。

ピューレ・ペースト・ミキサー
食などで、べたつかず、まと
まりやすいもので不均質なも
のも含む。スプーンですくって
食べることが可能なもの。

一口大

ゼリー

極みじん

みじん切り

舌でつぶ
せる

（黄３）


